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私たちの手で支えあいの地域をつくる

地域の中での支え合いを　―認知症のことを考えてみよう―
　認知症のことを、皆さんはどのくらい知っていますか。自分や家族が認知症になった場合の漠然と
した不安から、認知症への理解を避けてしまっていませんか。
　認知症は、誰もが発症する可能性があり、絶対に認知症にならないと言える人はいません。みんな
が認知症を正しく理解すれば、もしも、あなたやあなたの家族、親戚、友人などの身の回りの人が認
知症になっても、住み慣れた地域の中で暮らしていきやすい社会になるでしょう。あなたやあなたの
大切な人のためにも、認知症に関する正しい知識を持ちましょう。
　　

▽ �問い合わせ
　◦芦屋町地域包括支援センター（☎２２３局３５８１）
　◦高齢者支援係　（☎２２３局３５３６）

1認知症って何？
　�　認知症は、さまざまな原因で脳細胞の一
部が壊れたり、働きが悪くなったりするこ
とで、日常生活に支障が生じる程度にまで
記憶機能やそのほかの認知機能が低下した
状態のことを言います。
　�　たとえば、「今日の朝ごはんのおかずは何
でしたか」という質問に対し、おかずの種
類を思い出せなくても大きな問題はありま
せん。しかし、朝ごはんを食べたこと自体
を忘れてしまっているとすれば、何度も食
事をすることになったり、逆に食事をしな
くなったりと生活に支障が出てきます。こ
のような機能低下は、ある時を境に急に現
れるのではなく、多くの場合、徐々に進行し、
その人らしさが完全に失われるわけではあ
りません。原因疾患としては、アルツハイ
マー病などの神経変性疾患のほか、脳梗塞
や脳出血などの脳血管疾患などがあり、国
の推計では、65歳以上の高齢者の約５人に
１人は認知症になると推測されています。

2認知症の予防法や治療法はないの？
　�　残念ながら、認知症を根本的に治療する
方法は見つかっていません。ただし、薬や
リハビリなどで、進行を遅らせることは可
能とされています。このため、認知症が進
行し、多くの認知機能を失う前に、早期発
見・早期治療を行うことが大切です。
　�　また、生活習慣病の予防でも大切な栄養
バランスの良い食事や適度な運動（特に有
酸素運動）を心がけること、人との会話や
読書など頭を使う活動を積極的に行うこと
などが認知症の予防につながるとされてい
ます。最近では、口腔内の環境の乱れ（オ
ーラルフレイル）も認知症の一因になると
の研究もあるので、お口の健康にも気を付
けましょう。

3認知症って高齢者だけがなるの？
　�　高齢者に多い認知症ですが、65歳以下の
人でも認知症を発症することがあります（若
年性認知症）。この場合、現役で働いていた
り、子育てをしていたりするので、高齢者
の認知症と比べて負担が大きくなることが
あります。また、高齢者と比べて、進行が
速いことが多いと言われていますので、よ
り早期発見・早期治療が重要になります。

4認知症をもっと知りたい・相談したい！
　�　もう少し認知症を詳しく知りたいという
人には、町の出前講座「認知症サポーター
の養成講座」の利用をおすすめします。
　�　また、認知症に関する相談は、地域包括
支援センターに認知症地域支援推進員を配
置しているほか、福岡県が設置する認知症
医療センターや若年性認知症サポートセン
ターなどの相談窓口もあります。
　�　地域包括支援センター以外の連絡先な
どは町のホームページに掲載しています
ので利用してください。ホームページを
見られない人は、下記まで問い合わせて
ください。
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要
介
護
認
定
で
障
害
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、
申
告

す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
が
障
が
い

者
に
該
当
す
る
場
合
、「
障
害
者
控
除
」

と
し
て
一
定
金
額
を
所
得
か
ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
場
合
、
状
態

に
よ
っ
て
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
下
記
の
対
象
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
税
の
申

告
を
行
う
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の

手
帳
に
よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽�

対
象　

寝
た
き
り
や

認
知
症
な
ど
の
状
態

で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
（
要
介

護
認
定
者
で
も
一
定

の
基
準
が
必
要
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
６
）

※�

申
請
に
は
所
定
の
申
請
書
と
、
場
合

に
よ
り
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

※�

税
控
除
額
は
、
課
税
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
４
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

健
康

・
福
祉　新型コロナウイルス感染拡大や重症化を防止するため、

芦屋町では次の要件を満たす人に、ＰＣＲ検査費用の一部
助成を行っています。

▽ �要件　自覚症状は無いが、自費でＰＣＲ検査を受けよう
とする人で、芦屋町に住民票があり①または②のいずれ
かに該当する人
　①65歳以上の人
　② �60歳から65歳未満の人で心臓、腎臓または呼吸機能

に基礎疾患を有し、身体障害者手帳１級の交付を受けて
いる人またはそれに相当する障がいと医師が認める人

▽ �助成対象の検査　３月31日水までに実施したＰＣＲ検
査にかかる費用（１人１回限り）

▽ �助成金額　２００００円（検査費は２７５００円のため、
７５００円が自己負担額です）

▽ �検査実施場所　遠賀中間地域の助成検査実施医療機関

▽ �申し込み・問い合わせ　検査希望者は、電話で健康づく
り係（☎２２３局３５３３）へ

【ＰＣＲ検査とは】
　ＰＣＲ検査の陽性率（感染している人を調べたときに陽
性が出る確率）は60～ 70％程度と言われています。
　検査のため採取した検体（鼻や喉などのぬぐい液や痰、唾
液など）にウイルスがいない場合やウイルスを見つけること
ができるＰＣＲ検査の検出限界のウイルス量よりも少ない量
のウイルスしか検体に含まれていない場合は、どんなに精度
の高いＰＣＲ検査を行ったとしても陰性という結果になりま
す。1回の検査結果が陰性であっても、絶対に新型コロナウ
イルス感染症に感染していないという意味ではありません。

一定の要件を満たす高齢者と基礎疾患のある人は

ＰＣＲ検査を
７５００円で受けられます
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査

　

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
を

対
象
に
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
や
重
症
化

の
予
防
な
ど
を
目
的

と
し
た
健
康
診
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
令
和
２
年
４
月
下
旬
に

受
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
票

を
持
っ
て
い
な
い
人
や
実
施
医
療
機
関

が
分
か
ら
な
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者

※�

今
年
度
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生

月
の
10
日
ご
ろ
に
受
診
票
を
送
付
し

て
い
る
の
で
、
誕
生
日
以
降
に
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

受
診
期
限　

３
月
31
日
水

▽�

受
診
に
持
っ
て
い
く
も
の　

保
険
証
、

受
診
票
、
５
０
０
円
（
受
診
料
）

▽�

受
診
方
法　

実
施
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
実
施
医
療
機

関
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
の
う

え
、
受
診
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
局
３

１
１
１
）

在
宅
療
養
へ
の
取
り
組
み

●
在
宅
療
養
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

在
宅
療
養
と
は
、

病
気
や
障
が
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
医
療

や
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
に
な
っ

た
高
齢
者
な
ど
が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅

や
地
域
で
必
要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
て
受
け
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
遠
賀
郡
や
中
間
市
の

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
な
ど
、
地
域
の
医
療
・
介
護

の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
必
要
と
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る

た
め
の
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
在
宅
医
療
と
介
護
に
関
す
る
相
談
は

　

遠
賀
中
間
医
師
会
在
宅
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
遠
賀
郡
４
町
・
中
間
市

と
連
携
し
在
宅
療
養
生
活
を
支
援
す
る

た
め
、
在
宅
医
療
と
介
護
に
関
す
る
各

種
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
に
出
向
き
、
在
宅
医

療
に
関
す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
や
遠
賀
郡

４
町
・
中
間
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

在
宅
医
療
を
支
援
し
て
く
れ
る
医
療
機

関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
の
一

覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
中
間
医
師
会
在

宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
８
１

局
３
１
０
０
）、
芦
屋
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
２
２
３
局
３
５
８
１
）

令
和
３
年
度
児
童
生
徒
就
学
援
助

新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中

学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な

世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
は

除
く
）
に
、
学
用
品
費
や

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な

ど
を
助
成
し
ま
す
。
対
象

は
、
世
帯
全
員
の
所
得
な

ど
が
一
定
の
基
準
以
下
の

世
帯
に
限
り
ま
す
。

　

新
入
学
学
用
品
費
は
、
次
の
条
件
を
満

た
す
人
で
２
月
22
日
月
ま
で
に
就
学
援
助

を
申
請
し
た
世
帯
に
対
し
て
、入
学
前（
３

月
中
旬
～
下
旬
）
に
援
助
を
行
い
ま
す
。

※�

提
出
書
類
を
期
限
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

対
象
者　

次
の
❶
～
❹
を
全
て
を
満

た
す
人

❶�

令
和
３
年
４
月
に
芦
屋
町
立
小
中
学

校
に
入
学
予
定
の
人

❷�

就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
人

❸�

申
請
時
に
芦
屋
町
に
居
住
し
て
い
る

人
（
令
和
３
年
３
月
末
以
前
に
町
外

に
転
出
す
る
人
を
除
く
）

❹�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

※�

入
学
前
支
給
を
受
け
た
後
、
転
出
な

ど
に
よ
り
右
記
対
象
者
か
ら
外
れ
た

場
合
は
、
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

提
出
書
類　

①
申
請
書
②
家
賃
証
明

ま
た
は
入
居
契
約
書
の
写
し
③
通
帳

の
写
し
④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド
（
世
帯
全
員
分
）

⑤
申
請
者
（
保
護
者
）
確
認
書
類
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

※
印
か
ん
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
次
の
❶
と
❷
の
書
類

が
必
要
で
す
。

　

❶�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
書
類
＝
通

知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り

の
住
民
票

　

❷�

身
元
確
認
書
類
＝
官
公
署
発
行
の

顔
写
真
付
証
明
書
１
点
、
ま
た
は

官
公
署
な
ど
が
発
行
し
た
顔
写
真

な
し
の
証
明
書
２
点

※�

令
和
２
年
１
月
１
日
に
芦
屋
町
に
住

ん
で
い
な
い
人
は
、
次
の
⑦
と
⑧
の

書
類
も
必
要
で
す
。

子
育
て

健
康

・
福
祉
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�

⑦
令
和
２
年
度
（
令
和
元
年
分
）
の

所
得
課
税
証
明
書
⑧
令
和
元
年
分
の

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
を
し

た
書
類
の
控
え

※�

現
住
所
と
異
な
る
記
載
と
な
っ
て
い

る
通
知
カ
ー
ド
で
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
住
民
票

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

代
理
人
が
申
請
手
続
き
を
行
う
場
合

は
、
さ
ら
に
委
任
状
や
身
元
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。

※�

申
請
書
は
学
校
教
育
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
請
期
限　

２
月
22
日
月

※�

申
請
期
限
後
も
、
4
月
分
か
ら
認
定

と
な
っ
た
人
は
就
学
援
助
費
振
り
込

み
時
（
７
月
末
～
８
月
上
旬
）
に
学

用
品
費
と
合
わ
せ
て
支
給
し
ま
す
。

▽�

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育

係
（
☎
２
２
３
局
３
５
４
７
）

小
中
学
生
と
高
校
生
な
ど
へ
の

通
学
費
補
助
制
度

　

芦
屋
町
で
は
町
内

に
住
ん
で
い
る
小
中

学
生
や
高
校
生
な
ど

が
公
共
交
通
機
関
（
バ

ス
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
）
を

利
用
し
て
通
学
す
る

場
合
に
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
目
的
に

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
な
ど
が
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
な
い
場
合
に
、
通
学
に
係
る
負

担
軽
減
の
た
め
年
額
２
万
円
を
補
助
す
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

▽�

対
象　

小
中
学
生
＝
芦
屋
町
内
の
学

校
に
所
属
し
、
学
校
長
の
許
可
を
得

て
、
バ
ス
で
通
学
す
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
、
ま
た
は
町
外
の
学
校
に
所

属
し
、
公
共
交
通
機
関
で
通
学
す
る

児
童
生
徒
の
保
護
者

　
�

高
校
生
な
ど
＝
原
則
と
し
て
18
歳
に
な

る
年
度
末
の
高
校
生
な
ど
の
保
護
者

※�
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象

外
で
す
。

　

�

❶
申
請
時
点
で
芦
屋
町
に
住
ん
で
い

な
い
（
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
が
な

い
）
人
❷
生
活
保
護
や
そ
の
ほ
か
の

通
学
費
補
助
を
受
け
て
い
る
人
❸
同

一
世
帯
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る

人
❹
同
一
世
帯
に
暴
力
団
員
、
ま
た

は
暴
力
団
関
係
者
が
い
る
人

▽�

補
助
内
容　

小
中
学
生
＝
①
公
共
交

通
機
関
の
定
期
券
購
入
額
の
２
分
の

１
、
高
校
生
な
ど
＝
①
公
共
交
通
機

関
の
定
期
券
購
入
額
の
２
分
の
１
、

ま
た
は
②
年
額
２
万
円
（
①
の
申
請

を
行
っ
て
い
な
い
人
に
限
る
）

▽�

申
請
期
間　

①
定
期
券
の
使
用
期
限

終
了
日
か
ら
３
カ
月
以
内

　

�

②
申
請
年
度
の
１
月
４
日
～
２
月
末
日

※�

申
請
書
類
や
申
請
期
限
な
ど
、
詳
し

く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
教

育
課
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
手
引
き

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
７
）

人
権
生
活
相
談

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
事

態
宣
言
を
受
け
、
２

月
は
電
話
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

▽�

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

直
接
相
談
員
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽�
と
き　

２
月
16
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

役
場
２
階

▽�

定
員　

７
人
（
先
着
順
）

▽�

受
け
付
け　

２
月
４
日
木
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

一
つ
の
相
談
内
容
に
対
し
て
、
複
数

人
で
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

福
岡
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

　

福
岡
県
司
法
書
士
会

で
は
、
２
月
を
「
相
続
登

記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
福
岡
県
内

の
司
法
書
士
が
相
続
登

記
の
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で

応
じ
ま
す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

期
間　

２
月
１
日
月
～
28
日
日

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
司
法
書
士
会
会
員

事
務
所

▽�

紹
介　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所
を

紹
介
し
ま
す

※�

相
談
日
時
は
紹
介
先
の
司
法
書
士
と

調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０

－

７な

や

み

８
３

－

５こ
う
し
よ
う

４
４
）

※
平
日
・
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
司
法
書
士
会

（
☎
〈
０
９
２
〉
７
２
２
局
４
１
３
１
）

相
談
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令
和
３
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
の
調
査
員
募
集

　

全
国
す
べ
て
の
事

業
所
・
企
業
を
対
象
に
、

統
計
調
査
「
令
和
3
年

経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動

調
査
」
を
６
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
行
う

た
め
、
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

主
な
仕
事
内
容　

担
当
の
企
業
・
事

業
所
に
対
す
る
調
査
の
説
明
、
調
査

票
の
配
布
と
回
収

※�

事
前
に
調
査
員
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▽�

任
命
期
間　

令
和
３
年
５
月
ご
ろ
～

６
月
ご
ろ
（
２
カ
月
間
）

▽�

調
査
員
要
件　

次
の
❶
～
❻
の
す
べ

て
を
満
た
す
人

　

�

❶
責
任
を
も
っ
て
業
務
を
遂
行
で
き

る
❷
芦
屋
町
ま
た
は
隣
接
市
町
に
住

ん
で
い
る
❸
満
20
歳
以
上
❹
秘
密
の

保
持
に
責
任
を
も
て
る
❺
税
務
、
警

察
、
選
挙
に
直
接
関
係
が
な
い
❻
暴

力
団
員
、
そ
の
ほ
か
の
反
社
会
的
勢

力
に
該
当
し
な
い

▽�

調
査
員
の
身
分　

調
査
員
に
任
命
さ

れ
て
い
る
間
は
、「
非
常
勤
の
公
務
員
」

に
な
り
ま
す
。
調
査
活
動
中
に
災
害

に
あ
っ
た
場
合
は
、
公
務
災
害
補
償

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽�

報
酬　

５
８
０
０
０
円
程
度

※�

担
当
す
る
調
査
数
や
内
容
に
よ
り
変

動
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
３
月
１
日
月
ま
で
に

産
業
観
光
課
へ
提
出

※�

申
込
書
は
産
業
観
光
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
２
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

▽�
と
き　

第
２
回
＝
３
月
３
日
水
～
４
日

木
、
第
３
回
＝
３
月
10
日
水
～
11
日
木

▽�

と
こ
ろ　

遠
賀
郡
消
防
本
部
４
階（
遠

賀
町
広
渡
）

▽�

参
加
費　

３
９
２
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、

修
了
証
代
含
む
）

▽�

申
し
込
み　

３
月
２
日
火
ま
で
に
、
遠

賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
窓
口
（
遠
賀
町

広
渡
）
へ

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
（
☎
２
９
３
局
８
１
２
５
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　

２
月
２
日
火
・
３
日
水
の
日

没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予
備
日
＝
４

日
木
・
８
日
月
～
10
日
水
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

　

毎
週
月
・
火
の
日
没
～
午
後
９
時
ご
ろ

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
規
制
が

追
加
さ
れ
ま
し
た

　

小
型
無
人
機
等

飛
行
禁
止
法
（
い

わ
ゆ
る
「
ド
ロ
ー

ン
法
」）
の
対
象
施

設
に
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
が
追
加

さ
れ
、
芦
屋
基
地

上
空
と
基
地
周
辺

約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
ド
ロ
ー

ン
を
飛
行
さ
せ
る
場
合
に
は
、
芦
屋
基

地
へ
の
申
請
手
続
や
警
察
（
海
上
の
場

合
は
海
上
保
安
庁
）
へ
通
報
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
し
な
い
で

ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
た
場
合
は
、
１

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の

罰
金
を
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
航
空
法
に
よ
る
飛
行
規
制
も

あ
り
ま
す
の
で
、
町
内
や
そ
の
周
辺
で

ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
す
る
場
合
は
、
具
体

的
な
手
続
き
、
対
象
範
囲
の
確
認
は
、

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
教
務
課
計
画
班
（
☎
２
２
３
局
０

９
８
１
）

町
内
飲
食
店
向
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
助
成
金
受
付
期
限
の
延
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
を
行
う
飲
食
店
を
対
象
に
、
マ
ス
ク
、

消
毒
液
、
非
接
触
型
体
温
計
、
仕
切
り

ア
ク
リ
ル
板
な
ど
の
物
品
の
購
入
に
係

る
経
費
を
福
岡
県
の
助
成
金
に
上
乗
せ

し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
の
受
付
期
限
延
長
に
伴
い
、

芦
屋
町
の
受
付
期
限
も
延
長
し
ま
す
。

▽�

対
象　

次
の
❶
～
❸
を
す
べ
て
満
た

す
事
業
者

　

�

❶
町
内
に
営
業
の
実
態
が
あ
り
、
申

請
日
時
点
で
飲
食
店
ま
た
は
接
待
を

伴
う
飲
食
店
な
ど
を
運
営
し
て
い
る

❷
福
岡
県
飲
食
店
向
け
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
助
成
金
、
ま

た
は
福
岡
県
接
待
を
伴
う
飲
食
店
等

向
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
い

る
❸
暴
力
団
な
ど
の
反
社
会
的
勢
力

と
の
関
係
が
な
い

▽�

受
付
期
限　

３
月
31
日
水

※�

物
品
の
購
入
期
間
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
～
令
和
３
年
２
月
28
日
日
が

対
象
で
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

商
工
観

光
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
４
２
）

お
知
ら
せ
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皆さんの声をまちづくりに
パブリックコメント（意見）募集

　次の素案に対する、皆さんの意見を募集します。

❶�芦屋町地域強
きょうじん

靭化計画（素案）
　芦屋町では、強くしなやかな国民生活
の実現を図るための防災・減災に資する
「国土強靭化基本法」に基づき、事前防災・
減災の観点から芦屋町地域強靭化計画の
策定を進めています。

❷�第２期芦屋町耐震改修促進計画
（素案）
　芦屋町では、既存建築物の耐震診断や耐
震改修を進めていくための第2期芦屋町耐
震改修促進計画の策定を進めています。

【提出方法】
　所定の様式、または任意の様式に必要事項（住所、氏名、年齢、性別）と意見を記入し、郵送・
持ち込み、ファクス、電子メールのいずれかで提出してください

❶ ❷

郵送・持ち込み
〒８０７- ０１９８（住所記入不要）芦屋町役場

総務課庶務係 企画政策課企画係

ファクス ２２３局３９２７

メールアドレス bousai@town.ashiya.lg.jp kikaku@town.ashiya.lg.jp

問い合わせ 庶務係 ☎２２３局３５７２ 企画係 ☎２２３局３５７０

【共通事項】

▽ �素案の配布場所　
◦役場１階総合案内
�◦�役場各課窓口❶＝２階総務課、❷＝２
階企画政策課）
◦中央公民館、芦屋東公民館、山鹿公民館
◦町民会館
◦総合体育館
※�町のホームページからもダウンロード
できます。

▽ �対象　町内に住んでいるか、通勤・通
学している人

▽ �意見受付期間　２月９日火～３月９日
火・午後５時 15分まで
※郵送の場合は当日消印有効

▽ �意見に対する対応　提出された意見は、
計画策定の参考とします。意見は住所、
氏名などの個人情報を除き、町の考え
方とあわせて公表します。また、提出
者に対する個別の回答はしません。な
お、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷や匿名の意見、電話によ
る意見は受け付けできません。
※提出された意見は返却しません。
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２
月
16
日
火
～
３
月
15
日
月

税
の
申
告
を
役
場
で
受
け
付
け
ま
す

　

詳
し
く
は
、
今
号
に
折
り
込
ん
で
い

る
「
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
が
始
ま

り
ま
す
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

課
税
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
４
）

【
パ
ソ
コ
ン
で
の
申
告
書
作
成
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す
。
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w
w
.nta.go.jp

）か
ら「
所

得
税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

に
ア
ク
セ
ス
し
、
画
面
案
内
に
従
っ
て
、

収
入
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
だ
け
で
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　

所
定
の
手
順
に
従
っ
て
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
普
通
紙
に
印
刷
（
白
黒
で
も
可
）
す

れ
ば
完
成
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
で
作
成
し
た
申
告
書
は
、

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
税
務
署
に
直

接
送
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
休
日
に
申
告
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る

と
こ
ろ
】

　

Ａ
Ｉ
Ｍ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
イ
ン
ポ
ー
ト

マ
ー
ト
）
ビ
ル
３
階
で
２
月
21
日
日
、
２

月
28
日
日
に
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
当
日
は
申
告
相
談
や
申
告
書
の
提

出
が
で
き
る
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

役
場
で
は
閉
庁
日
の
申
告
受
付
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

▽�
問
い
合
わ
せ　

若
松
税
務
署
（
☎
７

６
１
局
２
５
３
６
）

令
和
４
年
度
以
降
の
成
人
式
は

20
歳
を
対
象
と
し
ま
す

　

民
法
改
正
に
よ

り
、
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
成
人
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。
町
で
は

成
人
年
齢
引
き
下
げ

後
も
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
20
歳
を
対
象
と

し
て
式
典
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
年
齢　

そ
の
年
度
に
20
歳
に
な
る
人

▽�

式
典
の
名
称　
「
成
人
式
」
か
ら
「
二

十
歳
の
つ
ど
い
」
に
変
更

▽�

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
６
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

～
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
講
座
～

　

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
編
ん
で
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
小
物
入
れ
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

作
り
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
20
日
土
・
午
後
１
時
～

３
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　

５
歳
以
上

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

▽�

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　

２
月
４
日
木
～
18
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民

館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

男
女
共
同
参
画
講
座

～
男
女
で
サ
ン
カ
ク
、
意
識
を
カ

イ
カ
ク
、
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
～

�　

男
女
が
互
い
に
人
権

を
尊
重
し
な
が
ら
、
責
任

を
分
か
ち
合
い
、
一
人
ひ

と
り
が
能
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
社
会
を
作
り

上
げ
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

３
月
６
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階

▽
参
加
費　

無
料

▽�

講
師　

神
﨑
智
子
さ
ん
（
福
岡
県
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」

セ
ン
タ
ー
長
）

▽�
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

２
月
３
日
水
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央
公
民
館

（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

�

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

行
事
延
期
・
中
止
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
次
の
と
お
り
延
期
・
中
止
し
ま
す
。

【
延
期
】

●�

芦
屋
歴
史
の
里
企
画
展
「
田
中
繁
吉

家
族
の
肖
像
展
」
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク

※
延
期
日
は
未
定
で
す
。

▽�
問
い
合
わ
せ　

芦
屋
歴
史
の
里
（
☎

２
２
２
局
２
５
５
５
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

【
中
止
】

●�

第
５
回
さ
わ
ら
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１

in
芦
屋
町

▽�
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
２
）

●�

ふ
れ
あ
い
文
化
講
演

▽�
問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
文
化
協
会（
☎

２
２
２
局
１
６
８
１
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

お
知
ら
せ

→
至門司港

199 号線

浅
香
通
り

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
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� ＮＨＫテレビ受信料補助申請受付
ー芦屋地区も対象となる場合がありますー
　ＮＨＫテレビ受信料の補助申請を受け付けます。
■�補助対象　芦屋町内でＮＨＫテレビ放送受信契約
を行った世帯と事業所で、令和２年度分（令和２年
4月～３年 3月分）のＮＨＫテレビ受信料を支払っ
た人のうち、次の❶～❺のいずれかに該当する人
❶�山鹿地区の世帯
❷�平成 30年４月１日以降に芦屋地区へ転入または転
居した世帯

❸�芦屋地区で住宅防音工事が完了し、平成30年８月31
日で防衛省からのテレビ受信料補助が終了した世帯
❹�芦屋地区で住宅防音工事が一部完了し、平成 30
年９月１日から防衛省からのテレビ受信料補助の
年間上限額が減額された世帯
❺�事業所
■補助金申請の受け付け

と　き ところ

３月９日火～31日水・
� 午前９時～午後５時 総務課窓口（役場２階）

３月 14日日 午前９時
� ～正午

芦屋東公民館

３月 21日日 山鹿公民館

▽ �持ってくるもの　①申請書（３月上旬に送付予定）
②初めて申請する人や振込口座が変わる人は、申
請者（世帯主）の預金通帳（ＪＦマリンバンクは
不可）③ＮＨＫ発行の領収証（令和２年 4月～３
年 3月分）
※�ＮＨＫ発行の領収証がない人は、支払証明書の発
行をＮＨＫに直接申し出てください。

※�郵便での申請も受け付けます。詳しくは、広報あし
や３月１日号をご覧ください。

▽ �問い合わせ　【補助金関係】＝庶務係（☎２２３局
３５７２）【支払証明書関係】＝ＮＨＫ北九州放送局
営業部（☎５９１局５０２０）
※平日の午前 10時～午後 5時

広
告

公職選挙法の一部改正により
選挙公営が拡大されました

　選挙公営制度とは、お金のかからない公正な選
挙を実現するとともに、資産の多少にかかわらず
立候補や選挙運動の機会を持てるようにするた
め、候補者の選挙運動などの費用の一部を国また
は地方公共団体が負担する制度です。
　昨年、公職選挙法の一部が改正され、町議会議
員選挙では今まで配布禁止とされていた選挙運動
用ビラに関して配布が可能となったほか、町村の
選挙での立候補に関する環境の改善のため選挙公
営の対象が拡大されました。
　これに伴い芦屋町でも選挙公営制度を実施する
ための条例を新たに制定しました。
　芦屋町の条例で定める選挙運動の公費負担限度
額は下表のとおりです。なお、下表の金額は公費
で負担することが可能な上限額であり、この金額
に満たない場合は実際に候補者が業者と契約を結
んだ額を公費負担することになります。

�問い合わせ　芦屋町選挙管理委員会
　（住民課内☎２２３局３５３１）

（１）選挙運動用自動車借入での公費負担額の算定

契約の種別 限度額
①�一般運送契約
　（ハイヤーなど）
　�（町長・町議会
議員選挙共通）

1日 1台につき
64,500 円× 5日（選挙期間）
� ＝ 322,500 円

②�上記以外の契約
　�（町長・町議会
議員選挙共通）

自動車借入の契約
1日 1台につき
15,800円×5日（選挙期間）＝79,000円

燃料供給の契約
1日 1台につき
7,560円×5日（選挙期間）�＝37,800円

運転手雇用の契約
1日 1台につき
12,500円×5日（選挙期間）＝62,500円

※�候補者は①または②のどちらかを選択

（２）選挙運動用ビラの作成費の公費負担額の算定

選挙の区分 限度額

町長選挙 1枚 7.51 円× 5,000 枚＝� 37,550 円

町議会議員選挙 1枚 7.51 円× 1,600 枚＝� 12,016 円

（３）選挙運動用ポスター作成費の公費負担額の算定

選挙の区分 限度額

町長・町議会議員
選挙共通

1枚14,026円×23箇所（ポスター掲示
場数）� ＝ 322,598 円

広報あしや　2021.2.1⑲



芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

と　き ところ ３月以降の予定

当面の間、平日の
午前８時 30分～午後５時 15分 役場・総合案内横

町民会館、公民館、総合体育
館での配布は３月 21 日日を
予定しています。
詳しくは、３月1日発行の広報
あしやまたはホームページを
ご覧ください。

２月 21日日
午前 10時～午後４時

町民会館
芦屋東公民館
山鹿公民館
総合体育館

　冬の低温と低湿度は、ウイルスが長く生存できる環境のた
め、感染症が流行しやすくなるといわれています。酸性電解
水は、インフルエンザウイルスやノロウイルスに対して、高
い除菌効果を発揮することが厚生労働省からも示されていま
す。町では、引き続き新型コロナウイルス感染症対策として、
酸性電解水の無償配布を行っていますので、さまざまな場面
で活用してください。日程は下記のとおりです。

▼ �配布量
　１世帯あたり１リットル程度

▼ �準備するもの
　ペットボトル容器など
※�紫外線で酸性電解水の効果が弱まるので、遮光性
の容器が適しています。

▼ �保管方法など　
◦�涼しく、紫外線が当たらない場所で保管してください。
◦��アルミホイルなどで容器を包むと効果が持続しや
すくなります。
◦�正しく保管すると使用期限は約１カ月です。
◦��誤飲などを防ぐため、容器には必ず日付けと酸性
電解水と明記してください。

▼ �使用方法
◦�あらかじめ除菌したい場所の汚れを落してから使
用してください。
◦�除菌したい場所に、酸性電解水を十分に吹きかけ
てからペーパータオルで拭いたり、布巾やペーパー
タオルに十分に含ませて拭いたりしてください。

◦�新型コロナウイルスの対策として、使用する場合は、
対象物に掛け流して使用することが推奨されていま
す。新型コロナ対策に有効とされる酸性度、濃度で生
成していますが、時間の経過や保管状態によっては、
濃度が低下します。

酸性電解水を無償配布しています酸性電解水を無償配布しています

◦月▪日

酸
性
電
解
水

　�ペットボトルやスプレー容器などに入
れて持ち帰る

　�椅子やテーブル、ドアノブなどスプレー
で直接噴射。場合によっては拭き取る

役場などに取りに行く

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）

インフルエンザやノロのウイルス対策にも！

良く触るところを拭く

広報あしや　2021.2.1 ⑳



紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
九
十
七

編

集
後
記

㉑

田
中
繁
吉
抄
伝
①

「
家
族
の
肖
像
画
展
」
よ
り

●
田
中
家
の
起
こ
り
は
旅た
び
ゆ
き
し
ょ
う
に
ん

行
商
人

　

田
中
繁
吉
は
、
明
治
31
（
１
８
９
８
）

年
９
月
13
日
、芦
屋
町
山
鹿
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
父
勘
助
、
母
か
よ
、
繁
吉
は
兄
弟

姉
妹
12
人
の
６
男
で
末
っ
子
で
し
た
。生

家
は
商
家
で
廻
船
業
を
営
み
、中
ち
ゅ
う
こ
う興
の
祖そ

佐
野
伝
次
郎
は
陶
磁
器
を
扱
う
旅
行
商

人
と
し
て
財
を
築
き
、
郡
屈
指
の
地
主
・

資
産
家
と
し
て
有
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

繁
吉
は
小
学
校
に
上
が
る
前
か
ら
、絵
を

描
く
こ
と
を
好
ん
だ
そ
う
で
す
。山
鹿
尋

常
小
学
校
を
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年
に

卒
業
し
、東
筑
中
学
校
（
旧
制
。
現
在
の

東
筑
高
等
学
校
）に
進
学
。
中
学
２
年
の

時
、新
任
の
美
術
教
師
藤
崎
先
生
が
東
京

美
術
学
校（
旧
制
。
現
在
の
東
京
藝げ

い
じ
ゅ
つ術
大

学
）師
範
科
か
ら
着
任
。
繁
吉
は
藤
崎
先

生
の
指
導
の
下
、油
絵
を
描
き
始
め
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、中
学
生
で
油
彩
を
描

く
の
は
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
、東
京
で

も
め
っ
た
に
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

繁
吉
は
旧
制
中
学
卒
業
後
、
画
家
へ
の

道
を
選
び
、
東
京
美
術
学
校
受
験
を
志
望

し
ま
し
た
。
父
勘
助
は
即
座
に
賛
成
し
た

そ
う
で
す
。
当
時
の
親
は
子
ど
も
が
画
家

に
な
り
た
い
と
言
え
ば
、絵
で
は
生
活
が
成

り
立
つ
ま
い
と
頭
ご
な
し
に
反

対
す
る
の
が
通
常
で
し
た
。ま
た

画
家
は
普
通
の
職
業
と
思
っ
て

い
な
い
向
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
繁
吉
よ
り
４
歳

上
で
、
修
し
ゅ
う
ゆ
う
か
ん

猷
館
（
旧
制
。
現
在

の
修
猷
館
高
等
学
校
）
に
学
ん

だ
洋
画
家
の
中
村
研
一
は
、
学

業
優
秀
で
絵
の
才
能
も
抜
群

と
折
り
紙
が
付
き
、
当
人
も
東

京
美
術
学
校
を
志
望
し
ま
し

た
が
、
親
の
反
対
に
あ
い
、
美
術
学
校
へ

の
入
学
が
数
年
遅
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、繁
吉
の
父
親
は
反
対
し
な
い

ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
、
家
が
裕
福
で
、
子
ど

も
た
ち
の
一
生
は
、そ
れ
ぞ
れ
職
業
に
就

か
ず
と
も
生
活
が
保
障
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
す
。そ
の
た
め
か
繁
吉
の
兄
た
ち
の

中
に
は
、中
学
ま
で
で
学
業
か
ら
退
い
た

兄
も
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
兄
弟
の
中

で
、
繁
吉
が
上
級
学
校
に
進
み
た
い
と

言
っ
た
た
め
、父
親
は
そ
の
向
学
心
に
感

じ
入
り
、慶
事
と
し
た
の
で
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
、
こ
う
い
う
い
き
さ
つ
は
、
生

家
の
特
殊
な
経
済
事
情
に
よ
る
こ
と
で
、

当
時
と
し
て
は
珍
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

東
京
美
術
学
校
の
試
験
を
受
け
る
た

め
石
こ
う
デ
ッ
サ
ン
に
励
み
、
大
正
５

（
１
９
１
６
）
年
の
春
上
京
し
ま
し
た
。

受
験
時
、同
郷
の
先
輩
か
ら
二
浪
三
浪
は

当
た
り
前
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、無
事

合
格
し
ま
し
た
。

　

繁
吉
の
ク
ラ
ス
は
大
正
10
（
１
９
２

１
）
年
の
卒
業
で
す
が
、
優
秀
な
学
年

だ
っ
た
よ
う
で
、繁
吉
を
は
じ
め
前
田
寛

治
・
中
野
和
高
・
鈴
木
千ち

く

ま
久
馬
な
ど
著
名

な
画
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。繁
吉
は
3

年
の
時
、
藤
島
武
二
教
室
に
入
り
ま
し

た
。
卒
業
後
は
研
究
科
に
進
み
、そ
の
時

の
主
任
教
官
は
黒
田
清
輝
で
し
た
。学
生

結
婚
を
し
妻
君
子
を
迎
え
、長
男
呂ろ

み

お
美
雄

に
恵
ま
れ
た
繁
吉
で
し
た
が
、思
い
も
よ

ら
ぬ
事
態
が
起
こ
り
ま
す
。裕
福
な
は
ず

の
実
家
が
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

�
（
こ
の
稿
続
く
）

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

▼
緊
急
事
態
宣
言
発
出
中
で
、
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
徹
底
し
て
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
１
年
前
の
よ
う
な
生
活

が
送
れ
な
く
て
ス
ト
レ
ス
も
た
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
ね
。
そ
ん
な
中
、無
事
開
催

で
き
た
今
年
の
成
人
式
。
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
対
策
を
考
え
に
考
え

抜
い
て
く
れ
た
の
だ
と
感
謝
。
お
か
げ

で
元
気
な
皆
さ
ん
の
晴
れ
や
か
な
姿
と

笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
は

つ
ら
つ
と
し
た
姿
を
見
る
だ
け
で
元
気

を
も
ら
え
る
な
ん
て
、
町
民
会
館
が
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
気
分
で
す
。ま

た
、
２
月
１
日
か
ら
始
ま
る
Ｋ
Ｂ
Ｃ
九

州
朝
日
放
送
の
芦
屋
町
特
集
は
、
私
た

ち
の
気
持
ち
を
き
っ
と
元
気
に
し
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。
放
送
さ
れ
た
番
組

はY

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube

で
も
配
信
し
て
い
て
、
紹

介
し
き
れ
な
か
っ
た
シ
ー
ン
な
ど
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）

▼
若
葉
保
育
所
で
行
わ
れ
た
、鏡
開
き

の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。園
児
た
ち
と

一
緒
に
保
育
所
の
先
生
か
ら
鏡
開
き

の
意
味
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。鏡
開
き
と
は
正
月
の
間
に
神
様

に
鏡
餅
を
お
供
え
す
る
こ
と
で
、餅
に

神
様
の
力
が
宿
り
、そ
の
神
様
の
力
が

宿
っ
た
餅
を
食
べ
る
こ
と
で
健
康
で

病
気
に
な
り
に
く
く
な
る
の
だ
そ
う

で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
、正
月
だ
か
ら

餅
を
お
供
え
す
る
も
の
な
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
う
い
っ
た
行
事

の
意
味
を
知
る
こ
と
の
楽
し
さ
も
教

え
て
も
ら
え
ま
し
た
。�

　
（
小
田
）

▷ �早逝した長男をモデルとした
　「ロンちゃんの庭」
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